
鳥獣管理士
鳥獣管理士とは、一般社団法人鳥獣管理技術協会が実施している資格制度で

す。この資格は、全国で問題となっている農作物被害や生態系被害などといっ
た人と野生鳥獣の軋轢に関する地域課題の解決を担う人材の技術的能力を認証
することを目的としています。
本学では2017年度から協会とカリキュラム連携が始まり、鳥獣管理士の受験

資格が得られるようになりました。資格には1級から3級まであり、本学では準
1級から3級の受験資格を取得することができます。

資格取得モデル

資格取得者の主な活動実績
鳥獣保護管理捕獲コーディネーター（環境省）、農作物野生鳥獣被害対策アドバイザー
（農林水産省）、鳥獣被害対策実施隊、鳥獣被害対策協議会委員、生物多様性アドバイザー等

鳥獣管理士の全国分布現況（平成28年度時点）

･農食環境学概論 ※環境クラス

･動物生態学

･自然環境学実験・実習

該当する授業科目

･野生動物保全と人間事象

･狩猟管理技術論

･野生動物保全技術実習Ⅰ・Ⅱ

該当する授業科目

･野生動物学の基礎

･野生動物生態学
･野生鳥獣管理学
･保全生物学
･生息地保全管理論
･野生動物観察同定実習
･実践野生動物学実習

該当する授業科目

1, 2年次：3級取得 卒業後：準1級取得3年次：2級取得
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